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りべらしおん

国田房子さん宅にて（三列目中央が国田さんと遠藤さん）

二
〇
一
二
年
一
月
七
日
（
土
）
か
ら
九
日
（
月
）

ま
で
の
二
泊
三
日
で
研
究
所
主
催
の
韓
国
人
権
・
ス
タ

デ
ィ
ツ
ア
ー
を
催
行
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
団
長
・
事

務
局
含
め
二
八
名
で
す
。

今
回
の
ツ
ア
ー
目
的
は
、
在
韓
日
本
人
婦
人
の
歴
史

や
現
状
を
学
び
現
地
で
交
流
す
る
こ
と
で
し
た
。
訪
問

し
た
の
は
、
『
リ
ベ
ラ
シ
オ
ン
』
一
四
〇
号
で
後
藤
文
利

さ
ん
が
紹
介
さ
れ
た
芙
蓉
会
釜
山
支
部
会
長
の
国
田

房
子
さ
ん
、
そ
し
て
日
本
人
女
性
達
が
暮
ら
す
慶
州

「
ナ
ザ
レ
園
」
で
す
。

一
日
目
は
国
田
さ
ん
の
ご
自
宅
に
伺
い
二
時
間
ほ
ど

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
国
田
さ
ん
は
今
年
数
え
で
九
九

才
に
な
ら
れ
、
韓
国
に
は
七
〇
年
以
上
住
ん
で
い
ら
っ

し
い
ま
す
。
会
話
の
中
で
国
田
さ
ん
は
、
「
日
本
に
い
た

ら
韓
国
人
と
結
婚
し
た
女
性
と
言
わ
れ
、
韓
国
に
い
た

ら
日
本
人
と
言
わ
れ
る
。
ど
ち
ら
の
国
に
い
て
も
緊
張

し
っ
ぱ
な
し
で
す
よ
」
と
言
っ
て
笑
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
が
、
国
田
さ
ん
の
笑
顔
の
裏
に
は
、
私
た
ち
が

想
像
で
き
な
い
く
ら
い
の
涙
を
な
が
し
た
歴
史
が
あ
る

だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

二
日
目
に
訪
問
し
た
「
ナ
ザ
レ
園
」
に
は
現
在
二

四
名
の
日
本
人
女
性
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
平
均
年

令
は
八
七
才
。
寝
た
き
り
や
痴
呆
に
な
っ
た
方
も
お
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第
八
回

海
外
人
権
・
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

～
韓

国
（
釜
山
・
慶
州

）
一

月
七

日
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九
日
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ら
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
園
で
は
私
た
ち
一
行

を
一
七
名
の
方
た
ち
が
迎
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

以
下
、
今
回
の
ツ
ア
ー
参
加
者
の
感
想
を
紹
介
し
ま

す
。

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

今
回
の
第
一
の
目
的
は
、
先
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

戦
争
の
戦
中
・
戦
後
、
韓
国
男
性
と
結
婚
し
た
日
本

人
妻
が
韓
国
で
現
在
も
生
活
し
て
い
る
様
子
を
訪
ね

る
も
の
で
し
た
。

一
日
目
は
、
芙
蓉
会
釜
山
支
部
（
在
韓
日
本
婦
人

会
の
改
称
）
の
会
長
を
さ
れ
て
い
る
国
田
房
子
さ
ん

を
訪
ね
ま
し
た
。
釜
山
市
内
の
瀟
洒
な
マ
ン
シ
ョ
ン

で
娘
さ
ん
と
暮
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
二
八
人

の
ツ
ア
ー
一
行
全
員
で
押
し
か
け
ま
し
た
。
し
か
し
、

笑
顔
で
迎
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
堀
内
団
長
が
挨

拶
を
行
い
、
お
土
産
と
し
て
持
参
し
た
柳
川
の
鞠
と

白
寿
の
お
祝
い
と
し
て
の
日
本
酒
を
手
渡
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
つ

れ
あ
い
さ
ん
と
の
出
会
い
や
思
い
出
、
韓
国
に
来
て

か
ら
の
生
活
の
様
子
な
ど
淡
々
と
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

二
日
目
は
、
慶
州
ナ
ザ
レ
園
を
訪
問
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
で
園
長
・
宋
美
虎
（
ソ
ン
ミ
ホ
）
さ
ん
に
ご

挨
拶
を
行
い
、
ナ
ザ
レ
園
の
歴
史
を
ビ
デ
オ
で
拝
見

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
が
待
つ
生

活
棟
へ
向
か
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
も
う
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
達
が
並
ん
で
待
っ
て
あ
り
ま
し
た
。
簡
単
に
挨
拶

を
し
、
早
速
歌
を
歌
っ
た
り
、
話
を
聞
い
た
り
し
て

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
暮
ら
し

て
あ
る
全
員
が
こ
の
地
で
骨
を
埋
め
る
決
心
を
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
こ
こ
に
参
加
さ
れ
た
方

達
は
悩
ん
で
お
ら
れ
る
様
子
は
窺
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

日
本
は
、
宋
園
長
に
二
〇
〇
七
年
の
秋
の
叙
勲
で

旭
日
双
光
章
を
贈
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
自
体
は
、

と
っ
て
も
よ
い
こ
と
で
す
が
、
日
本
と
し
て
支
援
は

で
き
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

ナザレ園での交流の様子

次
の
目
的
地
は
、
朝
鮮
通
信
使
記
念
館
と
瞻
星
台

：
チ
ョ
ム
ソ
ン
デ
（
東
洋
一
古
い
新
羅
時
代
の
天
文

台
）
と
「
良
洞
村
」
で
す
。
と
く
に
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
ば
か
り
の
「
良
洞
村
」
は
韓
国
の
懐
か
し

い
風
景
で
し
た
。
こ
の
懐
か
し
さ
は
日
本
の
田
舎
に

も
通
じ
る
も
の
で
し
た
。

三
日
目
は
、
自
由
行
動
で
し
た
の
で
、
龍
頭
山
公

園
や
国
際
市
場
・
チ
ャ
ガ
ル
チ
市
場
を
見
学
し
ま
し

た
。
子
ど
も
達
に
ス
カ
ー
フ
や
マ
フ
ラ
ー
を
買
い
ま

し
た
。

さ
ら
に
、
次
の
目
的
は
、
食
事
で
す
。
肉
中
心
で

は
な
く
て
、
野
菜
・
麺
が
中
心
で
し
た
。
パ
ジ
ョ
ン

や
カ
ボ
チ
ャ
の
丸
焼
き
・
そ
ー
め
ん
な
ど
、
ど
れ
も

舌
鼓
を
打
つ
も
の
で
し
た
。

最
期
は
、
同
行
し
た
妻
へ
の
感
謝
の
意
味
も
あ
り

ま
し
た
の
で
、
ス
パ
に
も
挑
戦
し
て
み
た
り
、
夜
は
、

ロ
ッ
テ
百
貨
店
の
屋
上
か
ら
釜
山
の
夜
景
を
見
た
り

す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
ぴ
り
今
ま
で
の

お
返
し
が
で
き
た
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

三
日
と
も
と
て
も
天
気
が
よ
く
、
今
ま
で
で
最
高

の
韓
国
旅
行
に
な
り
ま
し
た
。
企
画
し
た
事
務
局
に

は
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

帰
っ
て
き
て
、
県
立
図
書
館
に
行
っ
て
、
ナ
ザ
レ

園
関
係
を
新
聞
記
事
で
見
て
み
る
と
、
け
っ
こ
う
記

事
が
あ
り
ま
し
た
。
知
ら
な
か
っ
た
の
は
、
自
分
自

身
の
ア
ン
テ
ナ
が
な
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

会
員

塚
本
博
和
・
久
美
子
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二
〇

一
一

年
度

第
一

回

「
人

権
啓

発
担

当
者

の
つ
ど

い
」

一
二
月
一

五
日
、

福
岡
市

立
婦
人
会
館

九
階
を
会

場
に
「
人

権
啓

発
担

当
者
の
つ
ど
い
」
を

開
催
、

県

内
外
か
ら

六
四
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

主
催
者

挨
拶
の
あ
と
、
田
川
地

区
人

権
セ
ン

タ
ー
の
堀
内

忠

さ
ん
が
人

権
セ
ン

タ
ー
で

実
際
に

取
り

扱
っ
た
在
日

外
国
人
か
ら
の

相
談

事
例
な
ど
の

報
告
が
あ
り
、
参

加
者
は

グ
ル
ー

プ
に

分
か
れ
て

対
応
の

仕
方
や
問

題

点
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
。
堀
内
さ
ん
は
「

啓

問題提起する堀内委員長と参加者のグループ討議

発
担

当
者
に
は

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
が

重
要
。
い
ろ
い
ろ

な
方
か
ら

知
恵
を

戴
い
て
問

題
を

解
決
す
る
と
い
う

姿
勢
が

必
要
で
し
ょ
う
」
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
「

グ
ル
ー

プ
ワ
ー

ク
は
よ
か
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
会

合
を

深
化
し
て

ほ
し
い
」
「
今
後
も

身
近

な
問

題
を

扱
っ
て

欲
し
い
」
と
い
う
感
想
が
出
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

ふ
れ

あ
い
フ
ェ
ス
タ
二

〇
一

一

一
一
月
二
七
日
（
日
）

北
九
州
市

主
催
の
「

ふ
れ

あ
い

フ
ェ

ス
タ
二
〇
一
一
」
が

小
倉

北
区
の

西
日
本

総
合

展
示

場
で

開
催
さ
れ
、

福
岡

県
人

権
研

究
所
か

ら
は
「

筑
前

竹
槍
一

揆
」
に
つ
い
て
の

パ
ネ
ル

展
示

と
書

籍
販

売
を
行
い
ま
し
た
。

入
場
者
は
「

筑
前

竹

槍
一

揆
と
い
う
歴
史
を

初
め
て

知
り
ま
し
た
」
と

言
っ

て
、

熱
心
に

パ
ネ
ル
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

講
演

会
場
で
は

俳
優
の

杉
良
太

郎
さ
ん
が
、
東

北
被

災
地

に
赴
き
支
援
活

動
を

続
け
て
い
る
話
や

盲
導

犬
の
デ

モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

第
三

回
外

国
人

問
題

部
会

一
二
月
一
一
日
（
日
）

外
国
人
問

題
部
会
を

福
岡

市
人

権
啓

発
セ
ン

タ
ー
で

開
催
し
、

ス
リ

ラ
ン

カ
人

で
会
員
の

プ
レ

ラ
ク
マ

ラ
・
ジ

ャ
ガ

ス
・
デ

ィ
ケ

ラ

・
ガ
マ

ラ
ラ

ラ
ゲ
さ
ん
が
「

ス
リ

ラ
ン

カ
の
人

権
課

題
」
に
つ
い
て

報
告
し
ま
し
た
。
「

ス
リ

ラ
ン

カ
で
は

名
前
を
見
た
ら

親
の
出

身
地
や

職
業
が

分
か
る
の
で
、

名
前
を
見
て
結
婚
を

考
え
る
人
も
い
る
」
と
い
う
話

や
、
「

ス
ラ
ム
に

住
む
女
性
達
が

銀
行
か
ら

融
資
を

受

け
ら
れ
な
い
た
め
、
自

分
た
ち
の

銀
行
を
つ
く
り
、

地
域
改

善
事

業
を
行
っ
た

事
例
」
な
ど
が

ス
ラ

イ
ド

を
通
し
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
話
を
聞
い
て

ス
リ

ラ
ン

カ
に

関

心
を
持
ち
ま
し
た
。

是
非

ス
リ

ラ
ン

カ
に
行
っ
て

み

た
い
」
と
い
う
感
想
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

報告するクマラさん
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人
権

資
料

・
展

示

全
国

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク

第
一

六
回

総
会

二
〇
一
一
年
一
一
月
一
七
～
一
八
日
、

田
川
地
区
人
権
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
人
権
資
料
・
展

示
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
第
一
六
回
総
会
が
開
催
さ

れ
、
全
国
一
五
団
体
か
ら
二
八
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

総
会
行
事
で
は
、
二
〇
一
〇
年
度
事
業
・
決
算
報

告
、
二
〇
一
一
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
の
審
議
が

行
わ
れ
、
議
案
通
り
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
水
平
社
博
物
館
の
守
安
館
長
か
ら
、
昨
年

一
月
に
在
特
会
関
西
支
部
の
男
性
が
水
平
社
博
物
館

や
柏
原
地
区
住
民
に
対
し
て
行
っ
た
「
差
別
発
言
連

呼
事
件
に
つ
い
て
」
、
田
川
地
区
人
権
セ
ン
タ
ー
の
光

武
さ
ん
か
ら
「
筑
豊
に
お
け
る
強
制
連
行
の
歴
史
に

つ
い
て
」
、
久
留
米
市
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
の
梅
崎
さ

ん
か
ら
「
人
権
セ
ン
タ
ー
の
展
示
に
つ
い
て
」
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

二
日
目
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、
田
川
市
石

炭
・
歴
史
博
物
館
や
朝
鮮
人
強
制
連
行
関
連
地
な
ど

を
巡
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
近
代
を
支
え
た
人
た
ち
の
苦
労

や
犠
牲
の
上
で
現
在
の
繁
栄
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し

た
」
「
現
地
に
足
を
運
ん
で
地
面
の
下
に
あ
っ
た
こ
と

を
掘
り
起
こ
し
て
行
か
な
い
か
ん
な
ー
と
思
っ
た
」

と
い
う
感
想
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

第
五

七
回

全
国

夜
間

中
学

校
研

究
大

会

全
国
夜
間
中
学
校
研
究
大
会
が
一
二
月
二
日
～
三

日
、
東
大
阪
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇

一
二
年
は
「
国
連
識
字
の
一
〇
年
」
最
終
年
で
す
。

し
か
し
、
国
内
に
は
ま
だ
一
〇
〇
万
人
以
上
の
義
務

教
育
未
修
了
者
が
い
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
研
究
大

会
で
は
、
当
事
者
に
対
す
る
具
体
的
な
学
習
権
保
障

と
し
て
、
早
急
な
法
整
備
の
必
要
性
が
提
起
さ
れ
ま

し
た
。

―
年

頭
の
ご
挨

拶
―

先
行

き
不

明
の
時

こ
そ
、
確

実
な

も
の
を

短
・
中

・
長

期
的

に
見

よ
う

一
．

は
じ

め
に

今
年
の
年
賀
状
は
「
恭
迎
新
年
」
。
「
賀
、
慶
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
を
入
れ
な
か
っ
た
。

「
三
、
一
一
東
日
本
大
震
災
・
原
発
大
事
故
は
、
戦

後
民
主
主
義
の
欺
瞞
を
一
変
さ
せ
災
後
社
会
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
緑
、
青
空
、
清
流
の
あ
る
持
続
す

る
循
環
型
社
会
を
創
る
べ
く
、
今
年
も
健
康
で
集
中

し
た
い
」
と
の
思
い
と
、
私
た
ち
の
研
究
所
の
礎
を

築
い
て
き
た
福
岡
部
落
史
研
究
会
初
代
事
務
局
長
・

原
口
頴
雄
氏
の
六
七
歳
の
逝
去
を
悼
ん
で
の
こ
と
で

あ
る
。

二
．

時
代

は
大

き
な

転
換

期

私
た
ち
を
取
り
巻
く
地
球
・
地
域
社
会
は
Ｉ
Ｔ
、

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
大
き
く
変
わ
り
つ

つ
あ
る
。

元
旦
の
新
聞
を
今
年
は
福
岡
空
港
で
全
部
入
手
し

て
社
説
を
中
心
に
主
な
記
事
を
読
む
こ
と
が
で
き
た
。

各
新
聞
社
説
の
タ
イ
ト
ル
を
抜
き
出
し
て
み
た
。

朝
日
は
「
ポ
ス
ト
成
長
の
夜
明
け
―
す
べ
て
将
来

世
代
の
た
め
に
」
、
毎
日
で
は
「
２
０
１
２
年
激
動
の

年
～
問
題
解
決
の
政
治
を
」
、
読
売
は
「
『
危
機
』
乗

り
越
え
る
統
治
能
力
を
～
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
決
別
せ

よ
』
、
西
日
本
新
聞
で
は
「
成
熟
社
会
の
新
た
な
豊
か

さ
求
め
」
、
日
経
新
聞
は
「
転
換
期
日
本
変
化
の
芽
を

伸
ば
す
①
資
本
主
義
を
進
化
さ
せ
る
た
め
に
」
で
あ

る
。い
ず
れ
も
時
代
の
大
き
な
転
換
期
を
訴
え
て
お
り
、

人
類
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
グ
ロ
ー
バ
ル
な
超
消

費
、
情
報
、
高
齢
社
会
の
到
来
に
対
し
、
成
長
、
近

代
産
業
化
の
限
界
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
「
新

し
い
年
も
難
問
が
続
く
」
（
朝
日
）
や
「
重
苦
し
く
心

が
晴
れ
な
い
新
年
」
（
西
日
本
）
に
対
し
、
ど
の
よ
う

な
提
言
が
さ
れ
て
い
る
か
。

「
シ
ル
バ
ー
（
高
齢
化
）
と
グ
リ
ー
ン
（
環
境
）

が
次
の
活
力
あ
る
経
済
を
つ
く
る
タ
ネ
に
な
り
う
る
」

（
朝
日
）
、
「
消
費
税
、
沖
縄
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
原
発
の
各

課
題
は
、
い
ず
れ
も
先
送
り
で
き
な
い
。
日
本
が
『
三
、

一
一
』
を
克
服
し
、
平
和
と
安
定
の
方
向
に
歩
を
進

め
ら
れ
る
か
。
世
界
が
注
目
し
て
い
る
」
（
読
売
）
、

「
伝
統
や
自
然
に
配
慮
し
、
健
康
や
教
育
、
文
化
の
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多
様
性
、

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー

等
を
重

視
す
る
考
え
方

だ
。

難
し
い
が
、
新
た
な
豊
か
さ
を

切
り
開
く

道
筋

と
し
て
、
挑
戦
し
て
み
た
い
」
（
西
日
本
）
、
「
日
本

再
生
の
た
め
に
は
、
国

家
目

標
と
し
て
グ
ロ
ー

バ
ル

社
会
で
生
き

ぬ
く
こ
と
を
高
く

掲
げ
、

転
換
期
を

乗

り
越
え
て
い
こ
う
ー
」
（
日

経
）
。

三
．
で
は
人
権
確
立
に
向
け
、
具
体
的
に
ど
う
す
る

の
か

こ
れ
ら
は
、
い

ず
れ
も
総

論
と
し
て
間

違
っ
て
い

な
い
。
必
要
な
こ
と
は
、
私
た
ち
の
（
社
団

法
人
）

人
権
研
究
所
で
ど
の
よ
う
な
活
動
を
す
る
か
で
あ
る
。

総
会
を

経
て

皆
様
の

協
力
に
よ
り
次
の
七

項
目
の

方
向
が
実
現
で
き
て
い
る
。

１
．
季
刊
誌
『
リ
ベ
ラ
シ
オ
ン
』
の
定
期
発
行

２
．
各
部
会
活
動
の
実
働
と
機
関
誌
へ
の
反
映

３
．
松
本
・
井
元
研
究
会
の
定
例
化

４
．
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
者
の
登
場

５
．
住
民
意
識
調
査
委
託
の
拡
大

６
．
赤
字
体
質
か
ら
の
脱
却
の
芽

７
．
公
益
法
人
へ
の
転
換
な
ど
で
あ
る
。

今
年
、
こ
れ
ら
の
活
動
が
さ
ら
に
活
性
化
す
れ
ば
、

公
益

法
人
へ
の

基
盤

づ
く
り
と
実
現
が

可
能
と
な
り

研
究
所
は
ま
す
ま
す
県
民
に
と
っ
て
必
要
な

組
織
と

な
る
。

四
．
長
期
的
展
望
と
夢
の
実
現
を
！

昨
年
、
一
二
月
二
六
日
の
解

放
新
聞
で
研
究
所
の

歴
史
と
活
動
が
大
き
く
紹
介
さ
れ
た
。
山
本

作
兵

衛

ユ
ネ
ス

コ
世
界
記

憶
遺
産
日
本
初
登
録
を
研
究
所

理

事
メ
ン

バ
ー
が

舞
台

裏
で
担
っ
た
こ
と
も

含
め
て
。

新
年

号
か
ら
も
日
本
近
代
化
を
現
場
で
体

験
し
、
光

と
闇
を
記
録
し
て
き
た
山
本

作
兵

衛
が
研
究
所

理
事

メ
ン

バ
ー
に
よ
り

執
筆
さ
れ
て
い
る
。
研
究
所
韓
国

人
権
ツ
ア
ー
で
訪
問
し
た
光
州
市
の
人
権
文
書
も
登

録
さ
れ
た
。
記
録
物
は
国

家
機
関
の
関
連
資
料
の
ほ

か
、

負
傷
し
た
市
民
の

病
院
記
録
や

写
真
、

金
元
大

統
領
の
事
件
の
資
料
な
ど
で
あ
る
。
昨
年

末
、
光
州

市
に

調
査
に
行
っ
て
き
た
。

水
平
社

宣
言
や
全
国
水
平
社
の
活
動
資
料
が

ユ
ネ

ス
コ
記

憶
遺
産
に
な
る

可
能
性
は
、
大
い
に
あ
る
と

確
信
し
た
。

無
念
の
思
い
で

潰
え

去
っ
た
先
人
の
活
動
を
未
来

の
解

放
に
向
け
て
発
掘
す
る
活
動
を

ぜ
ひ
今
年
も
続

け
た
い
。

原
口

頴
雄

氏
の

著
作
・

追
悼

号
は
九
月
の

『
リ

ベ

ラ
シ
オ
ン

』
で
特

集
号
を

組
む
こ
と
が

執
行

理
事
会

で
確
認
さ
れ
た
。

皆
様
の

投
稿
を
お

願
い
す
る
次
第

で
あ
る
。

部
落

解
放

同
盟

福
岡

市
協

議
会

二
〇

一
二

年
新

年
旗

開
き

開
催

一
月
七
日
（
土
）

午
前
一
一
時
よ
り
三
〇
〇
名
が

福
岡

サ
ン
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
二
階
パ
レ
ス
ル
ー
ム
に

集

い
、
行
わ
れ
た
。

高
田
保
男
福
岡
市

協
委
員
長
・
福
岡
市
議
会
議
員

が
、
昨
年
の

選
挙
の
総

括
と
、
人
権

救
済

法
成
立
に

向
け
た
今
年
度
の
決
意
を

述
べ
た
。

髙
島
市
長
も
来

賓
と
し
て
出

席
し
、
ア
ジ
ア
の
中

核
都
市
で
の
人
権

確
立
の
大

切
さ
を

述
べ
た
。

緒
方

福
岡
市
企
業
同
和
問
題
推

進
協
議
会
代

表
幹
事
か
ら

は
、

多
文
化

共
生
、
企
業
の
社
会

貢
献
活
動
の
大

切

さ
が

述
べ
ら
れ
、

好
感
が
持
た
れ
た
。

進
行
は
、

池

書
記
長
が
行
っ
た
。

部
落

解
放

同
盟

福
岡

県
連

合
会

二
〇

一
二

年
新

春
旗

開
き

開
催

一
月
一
〇
日
（

火
）

午
後
一
時

半
よ
り
五
〇
〇
名

が
集
い
、
西

鉄
ソ
ラ
リ
ア
ホ
テ
ル
八
階
で
、

恒
例
の

旗
開
き
が
行
わ
れ
た
。

原
財
務

委
員
長
の
開
会
挨
拶
で

始
ま
り
、

組
坂
全

国
委
員
長
の
主
催
者
挨
拶
で
は
、

松
本
代
議

士
の

病

か
ら
の
回

復
、

救
済

法
の
早
期
制
定
、

狭
山

再
審
要

求
、
全
国
水
平
社

創
立

宣
言
の
記

憶
遺
産
登
録
運
動

な
ど
が

述
べ
ら
れ
た
。

小
川
知
事
、
原

口
県
議
会
議
長
、

各
政

党
か
ら
の

挨
拶
が
あ
り
、
来

賓
と
し
て
（
社
）
福
岡
県
人
権
研

究
所
も
紹
介
さ
れ
た
。

小
川
知
事
は
、
同
和
問
題
の
早
期
解
決
を
県
の
最

重
要
課
題
と
い
わ
れ
、
人
権

救
済

法
の
実

効
性
を
強

く
言
わ
れ
た
。

進
行
は
、

吉
岡
書
記
長
が
行
っ
た
。



- 6 -

（ 社 ） 福 岡 県 人 権 研 究 所 り べ ら し お ん № 4 9 ２ ０ １ ２ ． １ ． ３ ０

森
山

理
事

長
最

終
講

義

三
月
で
福
岡
県
立
大
学
を
定
年
退
職
さ
れ
る
福
岡

県
人
権
研
究
所
理
事
長
森
山
沾
一
教
授
の
最
終
講
義

が
、
一
月
二
十
日
同
大
学
で
行
わ
れ
た
。
当
日
は
、

県
立
大
学
の
学
生
は
も
と
よ
り
、
福
岡
県
内
、
遠
く

熊
本
県
や
佐
賀
県
か
ら
、
か
つ
て
の
教
え
子
や
一
般

の
方
を
含
め
、
お
よ
そ
三
百
人
が
聴
講
し
た
。

「
全
国
水
平
社
」
の
結
成
宣
言
の
中
よ
り
、
『
熱
と

光
を
願
求
（
が
ん
ぐ
）
し
て
』
と
題
し
た
講
義
の
中

で
は
、
学
生
時
代
に
知
り
合
っ
た
女
性
が
家
に
帰
る

と
き
、
誰
か
と
一
緒
の
時
は
一
つ
手
前
か
一
つ
先
の

駅
で
降
り
る
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
が
同
和
問
題
を
取

り
組
む
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
同
和
問

題
、
人
権
教
育
の
研
究
を
通
し
て
今
思
う
の
は
、
「
人

に
は
必
ず
良
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
れ
を
見
つ
け
て

い
く
こ
と
の
大
切
さ
」
、
「
行
き
つ
く
と
こ
ろ
は
『
同

じ
人
間
た
だ
の
人
』
で
は
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
な

ど
を
熱
く
語
ら
れ
た
。

会
場
の
中
に
は
、
「
三
十
数
年
前
と
同
じ
、
昔
に
戻
っ

て
友
と
机
を
並
べ
て
森
山
先
生
の
授
業
を
聴
講
し

た
。
」
と
い
う
熊
本
県
か
ら
の
教
え
子
た
ち
も
い
て
、

遠
く
に
住
み
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
み
な
が
ら
も
、
森

山
先
生
の
教
え
子
で
あ
る
縁
を
あ
り
が
た
く
感
じ
た

九
十
分
間
で
あ
っ
た
と
い
う
。

今
般
は
山
本
作
兵
衛
の
作
品
が
世
界
記
憶
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
こ
と
で
、
再
三
メ
デ
ィ
ア
に
登
場
し
て

い
る
森
山
理
事
長
で
あ
る
が
、
今
後
も
「
松
本
治
一

教え子から花束をもらう理事長 最終講義を行う森山理事長

郎
」
、
「
井
元
麟
之
」
ら
の
研
究
は
も
と
よ
り
、
「
水

平
社
宣
言
」
の
世
界
記
憶
遺
産
登
録
に
向
け
て
の
活

動
に
も
意
欲
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
と
述
べ
た
。

会
員
懇
話
会

一
二
月
一
八
日
（
日
）
に

研
究

所
で
会
員

懇
話
会

を
行
っ
た
。

理
事
長
挨
拶
の
後
、
参
加
者
そ
れ

ぞ
れ

が
自

己
紹
介
を
行
い
、

研
究

所
の

将
来
に

期
待
す
る

こ
と
や

意
見
の

交
流
を
行
っ
た
。

意
見
と
し
て
は
、

イ
ベ
ン

ト
等
で

研
究

所
の
こ
と
を

認
知
し
て
も
ら
う

時
期
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
日

頃
か
ら
マ

ス
コ
ミ

と
の

連
携
を

図
る

べ
き
。
会
員
を

増
や
す
た
め
の
方

策
等
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

懇
親
会
を

兼
ね
た

忘

年
会
を

開
き
、

親
睦
を

深
め
た
。

松
本
・
井
元
研
究
会
活
動
報
告

第
一
二
回

松
本

治
一

郎
・

井
元

麟
之

研
究
会

二
〇
一
一
年
一
二
月
二

三
日
（

金
）

□
参
加
者

八
名

□
内

容

一
．
第
一
一
回

研
究
会
の
内

容
の

確
認

二
．
本
日
の
活

動

（
一
）

井
元

麟
之
史

料
目
録
と

原
物
と
の

照
合

①
本
日
は
、

仮
番

号
（

仮
５
、

仮
７
、

仮
１

３
、
仮

１
４
）
を
内

容
点

検
し
た
。

井
元
史

料
仮

５
…

点
検

済
み
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（
二
〇
一
一

．
一
二

．
二

三
）

井
元
史

料
仮

７
…

点
検

済
み

（
二
〇
一
一

．
一
二

．
二

三
）

井
元
史

料
仮

１
１

…
要

整
理

（
史

料
が

混
ざ
っ
て
い
る
の
で
）

井
元
史

料
仮

１
３

…
点

検
済

み

（
二
〇
一
一

．
一
二

．
二

三
）

井
元
史

料
仮

１
４

…
途
中

（
二
〇
一
一

．
一
二

．
二

三
）

第
一

三
回

松
本

治
一

郎
・

井
元

麟
之

研
究
会

二
〇
一
二
年

一
月
一

三
日
（

金
）

□
参
加
者

七
名

□
内

容

一
．
第
一
二
回

研
究
会
の
内

容
の

確
認

二
．
本
日
の
活

動

（
一
）

井
元

麟
之
史

料
目
録
と

原
物
と
の

照
合

①
段

ボ
ー
ル

箱
へ
の

仮
番

号
貼

付

②
本
日
は
、
仮

番
号
（

仮
１

４
、
仮

１
５
、

仮
１

６
、

仮
１

７
、

仮
１

８
、

仮
１

９
ー

①
）
を
内

容
点

検
し
た
。

井
元
史

料
仮

１
４

…
点

検
済

み

（
二
〇
一
二

．
一

．
一

三
）

井
元
史

料
仮

１
５

…
未

井
元
史

料
仮

１
６

…
点

検
済

み

（
二
〇
一
二

．
一

．
一

三
）

井
元
史

料
仮

１
７

…
点

検
済

み

（
二
〇
一
二

．
一

．
一

三
）

井
元
史

料
仮

１
８

…
点

検
済

み

（
二
〇
一
二

．
一

．
一

三
）

井
元
史

料
仮

１
９
ー

①
…

点
検

済
み

（
二
〇
一
二

．
一

．
一

三
）

井
元
史

料
仮

１
９
ー

②
…

未

井
元
史

料
仮

１
９
ー

③
…

未

＊
一
月
一

三
日

段
階
で
、

段
ボ
ー
ル
で
二
一

箱
あ
る

こ
と
が

判
明
。

③
カ
ー

ド
の

取
り
方
の
方

法
明

示

図
書

紹
介

二
〇
〇

六
年

三
月

発
行
の

『
学

校
は

軍
隊
に
似
て
い

る
～

学
校
文

化
史
の
さ
さ
や
き

～
』
の

続
編
が
、

昨

年
一
一
月
に
ブ

ッ
ク
レ

ッ
ト

菜
の
花
⑯

『
な

ぜ
中

学

生
は
煙
草
を
吸
っ
て
は
い
け
な
い
の

～
学

校
文

化
史

の
言
い

分
～

』
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

本
書
は
、

福
岡

県
人

権
・

同
和

教
育

推
進

協
議
会

機
関
誌
『
か
い

ほ
う

』
の

連
載
記

事
「
羅
針

盤
」
や
、

季
刊
誌

『
ウ

イ
ン

ズ
』
に

掲
載
さ
れ
た
文
章
を

大
幅

に
加

筆
修
正
し
、
新
た
に

書
き
加
え
ら
れ
た
内

容
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。

頒価 １，０５０円

○
新

会
員

大
森

奈
美

子
（

熊
本

市
）

お
知

ら
せ

一
般

財
団

法
人

カ
ン

ボ
ジ

ア
地

雷
撤

去
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
９

２
ー

８
３

３
ー

７
６

７
７

○
家
の
中
で
眠
っ
て
い
る
中
古

テ
レ
ビ
や

家
電
製
品

を
集
め
て
い
ま
す
。

集
め
た
中
古

テ
レ
ビ
や

家
電
製
品
を
、

カ
ン

ボ
ジ

ア
の
地
雷

被
害
者
の
就

労
（

修
理
・

販
売
）
に
よ

る
経

済
的
自

立
に
役

立
つ
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

近
年
の

経
済

成
長
に
よ
っ
て
、

テ
レ
ビ
や

家
電
製

品
の

修
理
や
購

入
の
需

要
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

地
雷

被
害
者
は
、

職
業
訓
練

校
で

修
理
技
術
を

学

び
、
そ
れ
を
生
か
し
た
就

業
に
よ
り
自

立
を
目

指

し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
、

学
校
や

公
民
館
で

集
め
、

事
務

所
に

連

絡
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

ス
タ

ッ
フ
が

無
料
で
回

収
し
ま
す
。
ご

協
力
お

願
い
し
ま
す
。

お
願

い

新
会

員
の

勧
誘

に
ご

協
力

下
さ

い
。

機
関
誌
『
リ
ベ
ラ
シ
オ
ン
』
裏
表
紙
に
「
入

会
の
ご
案
内
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
別

紙
の
入
会
案
内
が
ご
入
用
の
場
合
は
事
務
局

ま
で
お
申
し
出
下
さ
い
。
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研究所日誌（２０１１年１２月～２０１２年１月）

・１２月 ５日（月）事務局会

・１２月 ８日（木）北九州企画展実行委員会 16～ 20名参加

・１２月１０日（土）九州地区部落解放史研究集会総括会（熊本）13:30～

啓発部会 14～ ４名参加

・１２月１１日（日）外国人問題部会 14～ 6名参加

・１２月１２日（月）公益法人申請書類提出

・１２月１５日（木）人権啓発担当者の集い（啓発部会）14～ 64名参加

・１２月１８日（日）海外人権ツアー事前学習会 14～ 15名参加

会員懇話会 16～ 9名参加

・１２月１９日（月）事務局会 リベラシオン144号納品

・１２月２０日（火）全国人権ネット総括会（久留米）15：30～

・１２月２１日（水）外園監事来所

・１２月２３日（金）第12回松本・井元研究会 8名参加

・１２月２６日（月）事務局会 10：30～ 公益法人申請書類提出

福岡県税事務所 博多税務署 → 法人届け出 納税

・１２月２７日（火）福岡市税務課 法人届け出 納税

・１２月２９日（木）～ １月 4日（水）事務所閉局

・ 1月 ４日（水）県補助金申請書提出 中川係長挨拶（山口）

・ １月 ５日（木）仕事始め

・ １月 ６日（金）四役会

・ １月 ７日（土）部落解放同盟福岡市協新年旗開き（サンパレス）11 ～

・ １月 ７日（土）～９日（月）海外人権スタディツアー（韓国）28名参加

・ １月１０日（火）部落解放同盟県連新春旗開き（ソラリア）12:30～

・ １月１１日（水）福岡県補助金入金

・ １月１２日（木）企同推研修（ココロンセンター） 14～

・ １月１３日（金）第13回松本・井元研究会 6名参加

・ １月１６日（月）事務局会

・ １月１９日（木）横山理事来所 添田町に「史実と授業」共催依頼

・ １月２１日（土）第３回教育部会（堅粕人権のまちづくり館）14～

・ １月２２日（日）編集委員会 14～ 執行理事会 16：30～

・ １月２３日（月）事務局会

芦屋町意識調査分析打合せ 16：30～

・ １月２４日（火）石瀧塾 18:30～

・ １月３０日（月）事務局会

（ 社 ） 福 岡 県 人 権 研 究 所 り べ ら し お ん № 4 9 ２ ０ １ ２ ． １ ． ３ ０


